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更
新

『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』

【
書
名
】

和
名
類
聚
抄
箋
注
、
ｋ
、
１

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
し
よ
う
せ
ん
ち
ゆ
う

【
巻
冊
】

一
〇
巻

【
別
書
名
】

[

１]

和
名
抄
考
証(
わ
み
ょ
う
し
ょ
う
こ
う
し
ょ
う

)

[

２]

箋
注
／
倭
名
類
聚
抄(
せ
ん
ち
ゅ
う
／
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

)

[

３]

和
名
類
聚
抄
考
証(

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う
こ
う
し
ょ
う

)

【
分
類
】

注
釈

【
著
者
】

狩
谷
／
望
之(

狩
谷
／
棭
斎

)

【
成
立
】

文
政
一
〇

年

国
書
所
在

【
写
】
国
会
（
一
〇
冊
）
，
国
会
亀
田
（
巻
一
・
四
‐
六
・
九
・
一
〇
、
嘉
永
六
写
八
冊
）
，
内
閣
（
巻
三
・

八
・
九
、
文
政
五
自
筆
稿
本
、
三
冊
）
（
巻
一
・
二
欠
、
自
筆
稿
本
、
八
冊
）（
巻
一
、
自
筆
稿
本
、
一
冊
）
（
巻
二
、
自

筆
稿
本
、
一
冊
）（
巻
三
残
欠
、
自
筆
稿
本
、
一
冊
）（
巻
八
欠
、
稿
本
、
天
保
年
間
自
筆
等
、
一
一
冊
）（
巻
一
〇
残
欠
、

稿
本
、
一
冊
）
（
巻
一
校
譌
異
体
字
辨
、
稿
本
、
一
冊
）
（
巻
七
・
九
・
一
〇
校
譌
異
体
字
辨
、
稿
本
、
三
冊
）
，
静
嘉

（
付
録
共
一
一
冊
）（
付
録
共
六
冊
）（
一
〇
冊
）（
欠
本
、
五
巻
五
冊
）（
欠
本
、
二
巻
二
冊
），
宮
書
（
一
〇
冊
），
京
大

（
「
和
名
類
聚
抄
校
譌
異
体
字
辨
」、
一
冊
），
慶
大
斯
道
（
二
冊
），
東
大
（
二
〇
冊
）（
巻
八
欠
、
一
二
冊
）（
巻
二
・
四

‐
八
、
六
冊
）
（
「
和
名
類
聚
抄
校
譌
并
異
体
字
辨
」
、
明
治
写
一
冊
）
，
東
大
本
居
（
六
冊
）
，
東
北
大
狩
野
（
桔
梗
考
の

内
）
，
日
比
谷
河
田
（
巻
四
・
八
‐
一
〇
、
四
冊
）
，
山
口
（
四
冊
）
，
金
刀
比
羅
（
六
冊
）
，
神
宮
（
一
一
冊
）
（
調
度
部

校
譌
并
異
体
字
辨
、
昭
和
写
一
冊
），
鈴
鹿
（
一
〇
冊
），
大
東
急
（
付
録
共
一
六
冊
），
穂
久
邇
（
一
九
冊
），
無
窮
神
習

（
巻
七
‐
一
〇
、
九
冊
）
（
「
和
名
抄
箋
註
」
、
五
冊
）
【
複
】
〔
活
〕
箋
注
倭
名
類
聚
抄
（
明
治
一
六
）
（
昭
和
七
）〔
謄
〕

和
名
類
聚
抄
校
譌
異
体
字
辨
（
山
田
孝
雄
、
大
正
八
）〔
複
〕
古
典
索
引
叢
刊
一
・
箋
注
倭
名
類
聚
抄
（
大
正
一
〇
）

著
作
種
別

和
古
書

書
名,

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
略
称,

請
求
記
号,

刊
写
の
別,

刊
年

o
r

書
写
年,

形
態,

冊
数,

残
欠,
書
誌
種
別

No.
和
名
類
聚
抄,

東
大
本
居,

４
６-

７
９-

１,

写,

六
冊,

1

M

和
名
類
聚
抄,

大
和
文
華,

２
５
７-

２
３
６-

１,

Ｋ
８
５
８,

写,

一
〇
冊,

2

M

和
名
類
聚
抄
考
証,

大
洲
図
矢
野,

四
六

八,

写,

１
冊,

巻
三
ノ
下
存,

3

K

《
こ
と
ば
の
実
際
》「
さ
め
【
鮫
】」

中
島
満
「
箋
注
倭
名
類
聚
抄
」
卷
第
八
〔
明
治

年
印
刷
局
刊
版
・
国
会
図
書
館
蔵
十
巻
本
使
用
、
テ
キ
ス
ト
・
現
代
語
訳
・

16

注

b
y

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
：
な
か
じ
ま
・
み
つ
る

〕
の
引
用
部
を
次
に
記
載
し
て
お
く
。

鮫

陸
詞
切
韻
云
、
鮫

音
交

佐
米

｛
○
下
総
本
に
は
、
「
和
名
」
二
字
あ
り
。
「
本
草
和
名
」
、
「
新
撰
字
鏡
」
も
同
じ
訓
み
を
与
え
て
い
る
。

又
、「
新
撰
字
鏡
」
に
載
る
、[

台]

、
鰹
、[

因]

に
つ
い
て
も
、
皆
同
じ
訓
み
で
あ
る
。｝

魚
皮
有
文
、
可
以
飾
刀
劔
者
也
、｛
○
掖
斎
按
う
に
、
説
文
は
、
「
鮫
海
魚
、
皮
可
飾
刀
」
と
云
う
。
玉
篇
は
、「
鮫
、[

昔]

属
、
皮
有

文
」
と
云
う
。
陸
詞
は
蓋
し
、
之
を
本
に
し
て
い
る
。
廣
韻
は
、
ま
た
「
鮫
、
魚
名
、
皮
有
文
可
飾
刀
」
と
云
う
。
山
海
経
「
中
山
経
」

は
、
「
漳
水
流
れ
出
て
、
そ
の
中
に
、
鮫
魚
が
多
く
い
る
」
と
云
う
。
山
海
経
注
に
、「
鮫
は
鮒
魚
の
類
で
あ
り
、
皮
に
は
珠
の
文
様
が
あ



り
、
堅
い
。
尾
の
長
さ
は
三
、
四
尺
あ
り
、
人
を
螫
す
毒
は
も
っ
て
い
な
い
。
皮
は
、
材
料
の
角
（
カ
ド
か
、
端
の
ほ
う
か
？
）
を
磨
き

細
工
し
、
刀
剣
を
飾
る
の
に
使
わ
れ
る
。｝

〔
注
〕

「
人
を
螫
す
毒
は
も
っ
て
い
な
い
」
：
原
文
：
未
有
毒
螫
人
：
「
未
（
い
ま
だ
…
…
せ
ず
）
」
を
「
末
（
マ
ツ
：
ス
エ
）
」
と
す
る
と
、
意

味
が
逆
転
し
、
尾
の
先
の
部
分
に
毒
が
あ
り
、
人
を
螫
す
、
と
な
る
。
こ
の
ほ
う
が
自
然
な
読
み
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。

『
康
煕
字
典
』
も

「
末
」
で
あ
り
、
「
末
」
の
ほ
う
が
正
し
い
よ
う
だ
。
た
し
か
に
、
鮫
魚
を
、
河
に
す
む
魚
と
云
う
解
釈
か
ら
、
サ
メ
の
よ
う
な
魚
で
は
な
い
と

す
る
と
、
「
未
」
の
ほ
う
が
正
し
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
鮫
皮
に
つ
い
て
は
、
抄
「
調
度
部
、
弓
劔
具
、
鮫
皮
」
に
本
草
音
義
を
引

用
し
て
「
鮫
魚
皮
装
刀[

木
＋
覇
者
也]

」
が
あ
る
の
で
、
本
項
は
明
ら
か
に
「
サ
メ
」
に
つ
い
て
源
君
は
描
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
エ
キ
齊
は
「
末
」
を
「
未
」
に
読
み
ま
ち
が
え
た
の
か
、
引
用
郭
璞
注
の
元
文
に
そ
う
あ
っ
た
の
か
、
要
検
討
と
し
て
お
き
た
い
。

兼
名
苑
云
、
一
名
鵜
湿
、

低
迷

二
音

｛
○
『
本
草
和
名
』
は
、
同
じ
書
を
引
く
。
低
迷
二
音
も
ま
た
、『
本
草
和
名
』
と
同
じ
。
掖
齋
按
う
。

『
廣
雅
』
に
「
河
鵜
好
也
。
鵜
音
齒
之
」
と
い
う
。
玉
篇
に
「
鵜
尺
尸
切
、
鮪
鵜
也
」
と
云
う
。
『
廣
韻
』
に
「
鵜
處
脂
切
、
魚
名
」
と

云
う
。
音
義
並
異
。
（
掖
齋
按
う
に
）
恐
ら
く
、
同
じ
字
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
「
湿
」
字
は
、
『
玉
篇
』
、
『
廣
韻
』
、
『
集
韻
』
に
は
未
收

載
。
鮫
の
「
一
名
鵜
湿
」
は
、
出
典
が
不
明
で
あ
る
。
掖
齋
按
う
に
、
『
玄
應
音
義
』
は
、「
膤
彌
、
律
中
低
彌
皆
作
迷
字
、
應
言
帝
彌
祇

羅
、

此
云
大
身
魚
也
」〔
第
二
卷
大
般
涅
槃
經
卷
三
十
六
〕
と
云
う
。
則
ち
、「
膤
彌
」
は
魚
名
で
あ
り
、
梵
語
の
対
訳
で
あ
っ
た
の
を
、

後
人
が
魚
扁
に
改
め
「
鵠
湿
」
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
『
龍
龕
手
鑑
』
は
、
「
荒
の
音
は
低
」
「
悔
は
俗
字
に
し
て
音

は
彌
」
と
す
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
、
そ
の
「
大
魚
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
鮫
」
の
一
名
に
相
当
す
る
。
『
兼
名
苑
』
は
ま
た
、
「
摩
竭
」

を
「
鯨
」
と
す
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
の
で
こ
こ
は
略
す
。
下
総
本
「
鵠
」
は
「
荒
」
に
作
り
、
伊
勢
廣
本
も
同
じ
。

『
龍
龕
手
鑑
』
も
ま
た
、「
荒
」
に
作
る
。
掖
齋
按
う
に
、『
干
禄
字
書
』
に
「
互
氏
上
通
下
正
、
諸
従
氏
者
竝
準
此
」
と
云
う
。
」｝

〔
注
〕

「
サ
メ
」
の
語
源
が
「
梵
語
」（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
の
「
膤
彌
」
＝
作
迷
（
サ
ミ
ィ
エ
イ
：
メ
イ
）
の
対
訳
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
、

掖
齋
の
こ
の
「
箋
注
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
魚
名
考
証
の
中
で
は
、
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
整
理
で
あ
る
。

本
草
云
、
一
名[

昔]

魚
、

上
倉

各
反

｛
○
証
類
本
草
、
蟲
魚
部
、
下
品
に
「
鮫
魚
皮
即
装
刀
靶[

昔]

魚
也
」
と
云
う
。
『
本
草
和
名
』
に

「
鮫
魚
一
名[

昔]

魚
皮
、
此
云
一
名
」
と
云
う
。
則
ち
、
源
君
は
蓋
し
、
『
本
草
和
名
』
に
従
い
之
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
『
説
文
』
に
、

[

昔]

字
な
し
。
蓋
し
、
是
（
鮫
）
の
字
と
魚
皮
と
の
交
錯
に
よ
っ
て
「[

昔]

魚
」
と
名
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
魚
を
从
え
、[

昔]

の
字
に
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。｝

拾
遺
云
、
一
名
鯊
魚
、
｛
上
音
沙
、
字
亦
作[

少]

｝｛
○
『
證
類
本
草
』
蟲
魚
部
下
本
に
「
鮫
魚
皮
即
装
刀
靶[

昔
］
魚
皮
也
、
」

と
云
う
。
『
本
草
和
名
』
に
「
鮫
魚
一
名
［
昔
］
魚
皮
、
」
と
云
う
。
此
の
「
一
名
を
云
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
源
君
は
、
『
本
草
和
名
』

の
こ
の
記
述
を
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
『
説
文
（
解
字
）』
に
［
昔
］
字
は
載
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
魚
皮
と
錯
と

が
交
わ
っ
て
「
錯
魚
」
と
な
り
、
後
に
、
魚
を
从
え
、
［
昔
］
に
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
｝

拾
遺
云
、
一
名
鯊
魚
、
｛
上
音
沙
、
字
亦
作

［
少
］
、
｝｛
○
『
證
類
本
草
』
を
引
い
て
「
［
少
］
魚
」
を
作
っ
た
が
、『
本
草
和
名
』
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

掖
齋
按
う
。
『
説
文
（
解
字
）
』
に
「
［
少
］
、
魚
名
、
出
楽
浪
潘
國
、
从
魚
沙
省
声
」
と
云
う
。
『
玉
篇
』
は
「[

少]

、
鮫
魚
」
と
云
う
。

六
書
故
に
「
海
中
所
産
、
以
其
皮
如
沙
而
得
名
」
と
云
う
。
則
ち
、[

少]

は
、
沙
〔
魚
〕、
あ
る
い
は
ま
た
鯊
に
作
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
毛
詩
』
（
小
雅
）
に
「
魚
麗
于[

罒
／
留]

、[

嘗]

鯊
」
と
云
う
。
『
毛
詩
正
義
』
に
、
陸[

王
幾]

疎
を
引
用
し
て
「
魚
狹
而
小
、
常
張
口

吹
沙
、
故
曰
吹
沙
」
と
云
う
。
『
爾
雅
』
に
「
鯊[

它]

」
と
云
う
。
『
郭
璞
注
』
に
「
今
吹
沙
小
魚
」
と
云
う
。
『
廣
韻
』
に
「
鯊
魚
名
、

今
吹
沙
小
魚
」
と
云
う
。[

少]

上
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
名
前
の
所
以
は
、
異
な
っ
て
い
る
。｝

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

さ
め
【
鮫
】〔
名
〕

①
軟
骨
魚
綱
の
う
ち
、
エ
イ
類
を
除
い
た
も
の
の
総
称
。
体
形
は
紡
錘
形
ま
た
は
延
長
形
で
、
骨
格
は
軟
骨
か
ら
な
る
。

体
表
は
歯
と
よ
く
似
た
構
造
を
も
つ
皮
歯
ま
た
は
楯
鱗
と
呼
ば
れ
る
う
ろ
こ
で
お
お
わ
れ
、
ざ
ら
ざ
ら
す
る
も
の
が
多

じ
ゆ
ん
り
ん

い
。
一
般
に
吻
は
と
が
り
、
口
は
体
の
下
面
に
開
き
、
歯
が
鋭
い
。
鰓
孔
は
体
側
に
五
～
七
対
あ
る
。
大
き
さ
は
全
長
約

ふ
ん

さ
い
こ
う

二
〇
セ
ン
チ
の
ツ
ラ
ナ
ガ
コ
ビ
ト
ザ
メ
か
ら
一
八
に
達
す
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
ま
で
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
大
形
種
を
フ

カ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
体
内
受
精
で
、
卵
生
、
卵
胎
生
、
胎
生
な
ど
が
あ
る
。
一
部
の
種
は
凶
暴
で
、
ホ
オ
ジ
ロ
ザ
メ



な
ど
人
を
襲
う
も
の
も
あ
る
。
臀
び
れ
の
有
無
や
鰓
孔
の
数
、
歯
の
形
態
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
暖
・
熱
帯
の
海

洋
に
多
く
分
布
。
ふ
つ
う
肉
は
か
ま
ぼ
こ
の
材
料
に
、
ひ
れ
は
乾
燥
し
て
中
華
料
理
の
材
料
に
、
皮
は
研
磨
用
の
や
す
り

な
ど
に
利
用
。《
季
・
冬
》

＊
出
雲
風
土
記
〔
七
三
三
〕
嶋
根
「
凡
て
北
の
海
に
捕
る
と
こ
ろ
の

雑

の
物
は
、
志
、
梱
、
沙
魚
、
烏
賊
」

く
さ
ぐ
さ

ふ
ぐ

サ

め

＊
本
草
和
名
〔
九
一
八
頃
〕「
鮫
魚
、
一
名
魚
皮
〈
略
〉
和
名
佐
女
」

＊
色
葉
字
類
抄
〔
一
一
七
七
～
八
一
〕「
鮫

サ
メ

魚
名

皮
有
文
可
以
飾
刀
劔
也
、

同
」

＊
名
語
記
〔
一
二
七
五
〕
六
「
魚
に
さ
め
、
如
何
。
答
、
鮫
也
」

＊
御
湯
殿
上
日
記
‐
延
徳
元
年
〔
一
四
八
九
〕
九
月
二
三
日
「
北
は
た
け
よ
り
さ
め
、
御
た
る
三
か
ま
い
る
」

②
「
さ
め
が
わ
（
鮫
皮
）」
の
略
。

＊
太
平
記
〔
十
四
Ｃ
後
〕
三
三
・
公
家
武
家
栄
枯
易
地
事
「
只
今
為
立
て
た
る
鎧
一
縮
に
、
鮫
懸
け
た
る
白
太
刀
」

サ
メ

＊
浮
世
草
子
・
西
鶴
織
留
〔
一
六
九
四
〕
四
・
一
「
商
売
見
せ
も
、
二
条
通
り
に
、
鮫
・
木
薬
・
書
物
屋
あ
り
と
、

サ
メ

諸
国
の
人
も
見
お
よ
び
」

＊
随
筆
・
異
説
ま
ち
ま
ち
〔
一
七
四
八
〕
二
「
闘
死
の
者
を
見
る
に
、
柄
は
く
だ
け
て
ぐ
ゎ
た
ぐ
ゎ
た
す
る
や
う
に

有
し
と
ぞ
。
然
れ
ど
も
鮫
は
掌
の
う
ち
に
く
ひ
入
て
、
死
後
に
取
放
に
掌
の
皮
む
け
た
り
と
云
」

③
「
さ
め
は
だ
（
鮫
肌
）」
の
略
。

＊
雑
俳
・
軽
口
頓
作
〔
一
七
〇
九
〕「
う
れ
に
く
い
・
ま
た
も
ど
っ
た
が
さ
め
か
い
の
」

①
詩
集
。
七
編
。
金
子
光
晴
作
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
刊
。
日
中
戦
争
前
後
の
わ
が
国
の
軍
国
主
義
的
弾
圧
の
中

で
、
国
家
権
力
に
対
す
る
抵
抗
精
神
を
高
度
の
象
徴
的
手
法
に
よ
っ
て
示
し
た
詩
集
。

【
語
誌
】
生
命
力
が
強
く
、
凶
暴
な
性
質
が
畏
怖
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
来
、
霊
的
な
存
在
と
認
め
ら
れ
て
き
た
。
上

代
の
文
献
に
見
え
る
ワ
ニ
は
多
く
鮫
を
指
し
た
と
い
わ
れ
る
。
現
代
日
本
語
で
も
、
方
言
で
鮫
を
ワ
ニ
と
称
す
る
地
域

（
島
根
県
・
兵
庫
県
但
馬
）
が
あ
る
。
「
古
事
記
‐
上
」
の
因
幡
の
白
兎
は
、
隠
岐
か
ら
本
土
に
渡
ろ
う
と
し
て
、
ワ
ニ

を
だ
ま
し
た
兎
が
皮
を
剥
が
れ
た
と
い
う
も
の
。
鮫
の
凶
暴
さ
は
、
こ
れ
を
生
け
捕
る
武
勇
譚
を
生
み
、
「
今
昔
‐
二

三
・
二
三
」
や
「
吾
妻
鏡
‐
正
治
二
年
九
月
二
日
」
に
見
出
せ
る
。
ま
た
、
中
国
に
は
、
鮫
人
の
伝
説
が
あ
り
（
「
述
異

記
‐
下
」
な
ど
）、
泣
く
と
珠
の
涙
を
流
す
と
さ
れ
、「
謡
曲
・
合
浦
」
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
。

【
方
言
】
魚
、
か
す
ざ
め
（
糟
鮫
）
。《
さ
め
》
福
井
県
坂
井
郡

大
阪
府
大
阪
市
・
和
泉

和
歌
山
県
海
草
郡
・
日
高
郡

016

016

6
9
4

鳥
取
県
米
子
市

高
知
市

福
岡
市

《
さ
め
わ
に
〔
─
鰐
〕
》
島
根
県
松
江
市

魚
、
ね
こ
ざ
め
（
猫
鮫
）
。
《
さ

016

016

016

016

め
》
香
川
県
伊
吹
島

魚
、
あ
ぶ
ら
ざ
め
（
油
鮫
）。
《
さ
め
》
宮
城
県

鬼
ご
っ
こ
。《
さ
め
》
東
京
都
大
島

829

112

326

【
語
源
説
】

①
サ
メ
（
狭
目
・
狭
眼
）
の
義
〔
東
雅
・
名
言
通
・
和
訓
栞
・
大
言
海
〕。

②
サ
サ
メ
（
少
々
目
）
の
略
〔
紫
門
和
語
類
集
〕。

③
サ
ミ
か
ら
か
。
サ
は
接
頭
語
。
ミ
は
魚
介
の
肉
の
意
〔
日
本
古
語
大
辞
典
＝
松
岡
静
雄
〕。

④
鮫
肌
の
意
か
ら
、
サ
ム
ミ
（
寒
体
）
の
転
〔
言
元
梯
〕。

⑤
カ
ハ
メ
（
皮
目
）
が
サ
ラ
サ
ラ
と
粒
だ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
か
〔
和
句
解
〕。

⑥
昼
は
眠
り
、
夜
に
目
を
覚
す
よ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
サ
メ
（
覚
）
の
義
〔
桑
家
漢
語
抄
〕。

⑦
シ
ラ
マ
ゼ
、
シ
ラ
ミ
エ
の
反
〔
名
語
記
〕。

⑧
鯊
皮
の
音
転
か
〔
和
訓
栞
〕
。
沙
魚
が
シ
ャ
メ
と
な
り
、
サ
メ
と
な
っ
た
〔
た
べ
も
の
語
源
抄
所
引
松
村
任
三
説
＝
坂

部
甲
次
郎
〕。

⑨
刃
物
の
義
の
サ
ヒ
（
鋤
）
が
変
化
し
た
も
の
〔
古
伝
説
に
見
え
た
る
和
邇
に
就
い
て
＝
白
鳥
庫
吉
〕。

⑩
ア
イ
ヌ
語
の
、
サ
メ
、
シ
ャ
メ
か
ら
〔
神
話
学
概
論
＝
西
村
真
次
・
た
べ
も
の
語
源
抄
＝
坂
部
甲
次
郎
〕。

【
発
音
】
サ
ベ
〔
紀
州
・
和
歌
山
県
〕
シ
メ
〔
紀
州
〕
平
安
○
メ
／

【
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
】

青
色
は
甲
類
に
属
し
、
赤
色
は
乙
類
に
属
す
る
。
サ
メ

【
辞
書
】
字
鏡
・
和
名
・
色
葉
・
名
義
・
下
学
・
和
玉
・
文
明
・
伊
京
・
明
応
・
天
正
・
饅
頭
・
黒
本
・
易
林
・
日
葡
・



書
言
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】
鮫
（
字
・
和
・
色
・
名
・
下
・
玉
・
文
・
伊
・
明
・
天
・
饅
・
黒
・
易
・
書
・
ヘ
・

言
）（
字
・
色
・
名
・
玉
・
文
・
易
）
鰹
・
（
字
）・
・
（
名
）
鮓
・
鰐
（
玉
）
溜
魚
・
（
書
）
鯊
（
ヘ
）

［
項
目
］
さ
め
の
懸
守
。
さ
め
の
粒
。
さ
め
の
横
飛
び
。

か
け
ま
も
り

つ
ぶ

よ

こ

と

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー


